
湯布院の湯平から九州の湯平へ
きらりと光る湯平地域

新たな地域経営の展開

情報発信と受入れ態勢の整備
地域一丸で湯平を売り出し、地域外の
需要（外貨）を獲得

（2007年問題：団塊の世代をターゲット）

「まちの骨格再生」
５つの共同温泉の再興と石畳浪漫漂うまち並みの形成

「地域の団結」
農－観連携事業の開始（将来の協働事業の基礎作り）

金の湯飲泉場整備 中の湯改修 金の湯改修
銀の湯改修・飲泉場整備 中央温泉改修 橋本温泉改修

湯巡りパンフレット作成 入浴客増加のためのソフト施策
(温泉手形の発行、入浴グッズ販売)

町並み景観形成事業
旅館・商店改修　７軒 旅館・商店改修　８軒 旅館・商店改修　８軒

本格実施
協働農園（そば作り） 試行 地元農産物の供給体制の構築
湯平新米フェア
（湯平産新米を全旅館が使用） オーナー農園検討

継続・発展
料理研修会

食のアンケート 食のイベント 割ぽう着レストラン開設
レシピ集・野菜暦の作成

（旅館と農村婦人の協働）
現共同駐車場の整備 案内表示板の整備（検討） 案内表示板の整備（実施）
交通関係アンケート

空き店舗活用チャレンジショップ

灯りプロジェクト（かずら照明）

ＨＰ開設 パンフレット作成
誘客のためのソフト事業（竹宵ウィークエンド、地域外行事の見直しによる域外交流促進）

活力創造会議・観光協会・旅館組合総合事務所の設置

湯平区、観光協会、 幹事会の設立：実行する組織
旅館組合、温泉組合、 　　　　　　　　　若い世代・女性が参画する組織へ移行
農業関係者等から構成 既存団体の見直しながら財政基盤を検討

財政基盤の確立 若い世代、女性が活躍できる
事務局体制の強化 仕組みを確立し、組織の継承を

行いながら継続的に発展

ステージ３『ジャンプ』
（2011年～）

（2005年～2007年）

ＮＰＯ法人化（H19年5月認証予定)

ステージ２『ステップ』
（2008年～2010年）

湯平再生の３つの柱

ステージ１『ホップ』

団体の枠を超えて設立

戦略１　温泉資源の最大限の活用

戦略２　湯平らしい温泉場作り

戦略４　食の魅力アップ創出

戦略５　モータリゼーション対策

戦略６　賑わいの場の創出

戦略７　ソフト戦略と情報発信

戦略３　農業と観光の連携

観光客の１割増加（１日当り１００人増）
地域収益の増加　１億１千万円（年間）
　　　　　　　　内訳：宿　泊８３，４０２千円
　　　　　　　　　　　 　 日帰り３０,６６５千円

観光客の増加によ
る地域収益の増進

地域資源の活用
（７つの戦略）

活力創造会議の
自主自立

企画

実施

運営管理

　地域を牽引する活力創造会議

役場に替わる地域のコーディネーター

　　　　ハード事業中心 　　　　ソフト事業中心

    湯平温泉場活力創造事業

自
主
自
立
す
る
湯
平
地
域
の
実
現

　　　　　　　　　　　　　　　　合併特対事業の活用

観光客の２割増加（１日当り２００人増）
地域収益の増加　２億２千万円（年間）

　
　地域内の経済循環を確立

　
　新たな地域経営の展開

Ｈ１７　補助対象事業

Ｈ１７補助対象外事業

Ｈ１８　補助対象事業

Ｈ１８補助対象外事業

ソフト事業


